
 

 

令和６年度 大牟田市居住支援協議会 事業報告 

これまでの各種相談事業･入居支援の実績及び調査事業の取り組み等をもとに、住宅確保要配

慮者が抱える住まいに関する課題を整理し、構成団体とも連携を図り、住宅確保要配慮者に対

する民間賃貸住宅等への入居促進と市の空き家対策に寄与するとともに、本市の地域包括ケア

システム（地域共生社会）の構築実現に寄与することを目的に事業を行った。住宅確保要配慮

者の入居支援及び空き家所有者等の相談業務のほか、居住支援に関わる制度周知及び空き家活

用について市民等への啓発セミナーや無料相談会を企画した。 

① 相談窓口開設による入居支援及び生活支援等の実施 

（概要） 

平日の談窓口を開

設し、住宅確保要

配慮者の入居前支

援や現在入居中の

生活支援等を実施

する。相談に対し

ては、関係する

様々な機関と連携

し、配慮者に応じ

た適切な対応を図

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❶入居前支援 

○相談窓口の開設 

設置場所：大牟田市有明町１丁目 3-2 大牟田市居住支援協議会内 

   開設日：平日（月～金、祝日除く）9時～17時 
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❷入居支援実績 

所有者より提供があった空き家を活用（住みよかネット登録）して、住宅確保要配

慮者の入居マッチングを実施した。 

【マッチング件数】11件（内訳：高齢単身３件、低所得者６件、障がい者２件） 

【契約件数】７件（内訳：高齢単身２件、低所得者４件、障がい者１件） 

 

❸入居者及び所有者フォロー対応 

これまで協議会を通して契約をした 22件（年度始め 15件⇒年度終り 17件 ※退

去 5件）の入居者と空き家所有者に対し、家賃の支払い、生活状況、建物の不具合

等の定期的な確認及び支援を行った。 
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② 空き家所有者等への相談会開催と住宅政策の推進 
（概要） 

住宅確保要配慮者

向けの住宅を確保

するためには、安

価な賃貸物件を提

供できる仕組みが

必要であることか

ら、空き家所有者

に対する居住支援

への理解と物件確

保をすすめるため

に無料空き家相談

会などを開催す

る。あわせて、空

き家の利活用や除

却が進むよう関係

団体と連携を図

り、大牟田市の住

宅政策を推進す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❹空き家所有者向け無料相談会の開催  

空き家所有者（権利者等）の意識啓発及び空き家情報を収集し空き家を地域の資源

として有効活用する（住みよかネット登録促進）ため、空き家所有者向け無料相談会

を実施した。 

 

■第１回空き家所有者向け無料相談会（相談者 13組） 令和 6年８月 17日（土）

【場所】えるる 
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 ■第２回空き家所有者向け無料相談会（相談者 12組） 令和７年１月 11日（土）

【場所】えるる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■その他、入居相談及び建物相談等で解決した件数まとめ（令和６年度） 

公的･民賃等住宅入居 建物調査 住みよか登録 建物解体 

26件 18件 7件 5件 

 

 

 



5 

 

③ 市民等に向けた情報提供・周知 

（概要） 

市民を対象とした

新たな住宅セーフ

ティネット制度の

周知、住まいに関

する様々な情報提

供、触法者支援に

関する情報周知等

を目的としたセミ

ナーを検討し実施

する。また、ホー

ムページやフェイ

スブック、ガイド

ブック等で、空き

家情報の収集や協

議会活動等の周知

を行う。 

❺セミナーの開催 

基調講演には、人口減少・少子高齢化が進む鳥取県で空き家対策に精通している濱川

司法書士を招聘し、法制度の解説と所有者が取り組むべき空き家対策に関して説明をい

ただいた。またシンポジウムでは、大牟田市の空き家の現状報告や空き家問題に地域で

取り組んでいる事例を紹介することで、空き家所有者や空き家所有者予備軍が我がごと

として問題意識を持ち、解決するためのヒントを得て、具体の行動へ移すきっかけとなるこ

とを目的として開催した。また、居住支援事業「住みよかネット」への登録促進を目指し

て、セミナーと同時に所有者の個別相談会も行った。 

＜実施概要＞ 

セミナー名：「令和 6年度 おうちの終活セミナー ～あなたの不動産を負（腐）動産にし

ないために、今できること～」 

期  日：令和６年１１月２３日（土/祝） 

会  場：大牟田市市民活動等多目的交流施設 えるる 多目的ホール 

参 加 者：６１名（大牟田市内に空き家を所有する人、司法書士・不動産事業者など） 

相 談 会：参加８組 
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❻周知活動・情報発信 

居住支援協議会の活動内容を広く周知し、住宅確保要配慮者の入居支援の推進と空き

家活用に対する市民意識の理解・啓発を目的に、メディア対応（◆福岡県宅地建物取引

業協会広報誌（2024.No71）◆西日本新聞 2024.11.21◆有明新報社（2024．

11.4）のほか、以下の広報活動を行った。 
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■大牟田市の空き家及び高齢者向け住まい情報サイト『住みよかネット』の運営 

所有者から提供を受けた空き家情報の掲載や高齢者向け住まいに関する情報更新の呼

びかけを行い、住宅確保要配慮者に対する住まいの情報発信を行った。 

＜情報サイト「住みよかネット」＞ 

空き家情報版サイト（https://sumiyoka.net/omuta/akiya） 

■フェイスブックによる活動周知 

協議会の活動状況を随時発信。 

＜フェイスブックサイト＞（https://www.facebook.com/大牟田住みよかネット大牟田

市居住支援協議会-641180622558899/） 

■ホームページによる活動周知 

フェイスブック同様、居住支援協議会の団体紹介及び活動内容・設立目的及び定期的な

活動内容の周知を行った。 

＜ホームページサイト＞（https://sumiyoka.net/） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考】大牟田ライフサポートセンターでのシェルター利用者実績（令和 6年度） 

 

 

https://sumiyoka.net/

